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「定年まで」が4位となっていますが、過去の調査

（2019年、2016年）では1位だったので、⻑期の就
労意識は低下傾向にあるとみられます。 

また、転職意向についての質問では、「好条件なら 
 

 
転職したい」(48.3％)と「多少条件が悪くても転職し
たい」(6.7％)を合わせて55.0％でした。 
 日本経営協会では、「全体的に、状況によっては転
職するという意識が⼀般的になり、企業（団体）側に 
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1. 職場改善 若⼿社員の就労意識 

若い社員に⻑く働いてほしい――。多くの経営者がそう願っています。しかし、現実には、新規学卒者の 3 ⼈に 1 ⼈
が、入社から 3 年以内に離職しています（厚⽣労働省調査）。本稿では、⼀般社団法⼈日本経営協会が実施した「若⼿社
会⼈就労意識ギャップ調査報告書 2024〜就労後 3 年目のビジネス・パーソンについて〜」から主なデータを紹介します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

※⼀般社団法⼈日本経営協会「若⼿社会⼈就労意識ギャップ調査報告書 2024」より 
 
 
 
 
 
 

 
１．「定年まで」は4位 
 調査は、大学や専門学校などを卒業後、初めて就職
し2年半〜3年半経過した正規雇⽤労働者を対象に、
2024年7月に実施されました。有効回答は712⼈。回
答者の業種は製造業、サービス業、医療・福祉など10
業種です。回答者の勤務先の従業員数は、100⼈以下 
 

 
が28.5％で最も多く、続いて101〜300⼈が
16.9％、501〜1,500⼈が16.0％となっています。 

「今の企業(団体)でいつまで働き続けたいか」（複
数回答）という質問に対しては、次のような結果とな
りました。 
 
 



- 2 - 

 
１．労使協定と個別同意 

労働基準法では、賃⾦は現⾦払いが原則とされてい
ます。例外として、労働者が同意すれば、銀⾏⼝座や
証券総合⼝座への振り込みが認められ、現在はこちら
のほうが⼀般的です。政府は、キャッシュレス決済が 

 
広がっている状況を踏まえ、令和5年4月、労働基準法
の施⾏規則を改正し、労働者の同意があれば、厚⽣労
働大⾂指定の資⾦移動業者⼝座への⽀払いも認めまし
た。企業が賃⾦のデジタル払いを導入するには、次の
⼿順をふまなくてはなりません。 

 
とっては常に流出の危惧があるが、⾒⽅を変えれば、
新卒に限らず若⼿の優秀⼈材獲得のチャンスも増え
る。社（職）員の勤続意識を⾼める施策とともに、キ
ャリア採⽤にも注⼒することが考えられる」と分析し
ています。 
 
2．6割弱が「昇進したくない」 

「現在の企業(団体)でどの地位まで昇進（昇任）し
たいか」という質問では、最も多かったのが「昇進
(昇任)したくない」（58.4％）で、前回調査（2019
年）より15.8ポイントも増えました。また、「昇進
(昇任)したくない」と答えた416⼈に、「昇進(昇任)
しないことによって目指すことは何か」（複数回答） 

 
と尋ねたところ、下図のような結果となりました。 

ワーク・ライフ・バランスを重視する意識の⾼まり
が、明確に⾒て取れます。経営者としても、無視する
ことのできないデータと言えます。 

このほか、「どのような職場で働きたいか」(複数回
答)という質問では、1位が「⼈間関係や雰囲気がよ
い」、続いて「上司や先輩が仕事のやり⽅を具体的に
教えてくれる」「仕事のルールや決め事が明確になっ
ている」などとなりました。日本経営協会では、「フ
ェアであること、合理的なことを求める傾向が感じら
れる。上司は、暗黙の了解、阿吽の呼吸といったあい
まいな仕事の進め⽅はもはや通⽤しないことを改めて
認識する必要がある」と強調しています。 

 
3．さいごに 

日本経営協会は、調査の分析結果をふまえ、デジタ
ル化の推進や、テレワーク、フレックスタイムなど働
く場所や時間の柔軟化、⼼理的安全性の⾼い職場づく 

 
りなどを提言しています。 

また、弊所でも、若⼿従業員の定着に向けた職場づ
くりについて、相談にのっています。気軽にお声がけ
ください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※⼀般社団法⼈日本経営協会「若⼿社会⼈就労意識ギャップ調査報告書 2024」より 
 
 

 
 
 
 
 
 

2.給  与 賃⾦のデジタル払い 

賃⾦は従業員の銀⾏⼝座へ振り込むのが⼀般的ですが、「〇〇Pay」など、⼀部の「資⾦移動業者」の⼝座へ⽀払うこと
もできます。まだあまり普及していませんが、今後、従業員のニーズが⾼まることも予想されます。本稿では、賃⾦のデ
ジタル払いのしくみや注意点について説明します。 
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①厚⽣労働大⾂の指定を受けた資⾦移動業者 

（指定資⾦移動業者）の確認 
②導入する指定資⾦移動業者のサービスの検討 
③労使協定の締結等 
④労働者への説明 
⑤労働者の個別の同意取得 
⑥賃⾦⽀払いの事務処理の確認・実施 

※厚⽣労働省リーフレット「賃⾦のデジタル払いを導入す
るにあたって必要な⼿続き 雇⽤主向け」より 

 
労使協定は、事業場に労働者の過半数でつくる労働 

 

 
組合がある場合はその労働組合と、ない場合は労働者 
の過半数を代表する者と締結します。協定により、デ
ジタル払いの対象となる労働者の範囲、対象となる賃
⾦の範囲と⾦額、賃⾦移動業者の範囲、実施開始時期
を定めます。続いて、労働者へ説明し、個別の同意を
得ます。説明する事項は下図の通りです。 

企業は、賃⾦のデジタル払いを労働者に強制するこ
とはできません。希望しない労働者には、これまで通
り銀⾏⼝座などへ振り込むことになります。また、労
働者が希望すれば、賃⾦の⼀部を資⾦移動業者の⼝座
へ、残りを銀⾏⼝座などへ⽀給する必要があります。 

 
2．普及はこれから 

ただ、厚⽣労働大⾂の指定を受けた業者は、
PayPay株式会社（令和6年8月9日指定）、株式会社リ
クルートMUFGビジネス（令和6年12月13日指定）の
2社だけです（令和6年12月13日現在）。全国の財務
局等に登録されている資⾦移動業者は80社（令和6年
11月30日現在）あるので、まだごく⼀部です。 

実質的にスタートして間もないこともあり、エン・
ジャパン株式会社が⾏った「『給与のデジタル払い』
に関する意識調査」では、勤務先での賃⾦デジタル払
い導入は1％にとどまりました。 

また、「給与のデジタル払いを利⽤したいです
か︖」という問いでは、「とても利⽤したい」3％、 
 

 
「利⽤したい」12％、「あまり利⽤したくない」
42％、「利⽤したくない」28％などとなっています。 
  
３．さいごに 
 賃⾦のデジタル払いを労働者に強制したりすると、
雇⽤主は労働基準法違反となり、罰則が科される可能
性もあります。従業員へのニーズ調査を⾏い、丁寧に
⼿順を踏んで導入することが欠かせません。 

また、厚⽣労働省のウェブサイトに、労使協定や同
意書の様式例があるので活⽤するとよいでしょう。賃
⾦のデジタル払いについて不明点があれば、弊所にご
相談ください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※厚⽣労働省リーフレット「賃⾦のデジタル払いが可能になります︕」より 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q & A 
記事の中でちょっと気になる⾖知識をご案内。今回は、1 ページ目の「若⼿社員の就労意識」に関連する
⾖知識をお伝えします。 

 
 
       

Q． 「⼼理的安全性」とはどのようなことでしょうか。 

A． 

組織の中で、⾃分の考えや意⾒などを、相⼿が誰であっても安⼼して率直に発⾔でき
る状態のことを指します。アメリカで⾏われた研究によって、⼼理的安全性の⾼い組
織やチームほど、パフォーマンスが大幅に向上することが明らかになり、その価値が
広く認められるようになったことで、近年ますます注目されています。 
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3. 提  供 『経営に役⽴つリポート』を無料でご提供いたします︕ 

弊所がお届けするリポートは、経営に役⽴つ情報が満載です︕ 
ビジネスにおける経営戦略、企画・営業、広報、⼈事管理などのマネジメントに 
関連する情報から、法改正やデジタル化の進展といったビジネストレンドに関する 
情報まで、多岐にわたる内容を取り揃えております。 
以下のリポートの中からご興味のあるテーマがございましたら、弊所あてに 
お気軽にご連絡ください。ご希望のリポートを“無料”にてお届けいたします︕ 

今月の経営に役⽴つリポート 
 

リポート番号 タイトル 内容 

＃50021 
（全 5 ページ） 

【⼈事はつらいよ】病気の社員をサポートしたい 
のに、社内での情報共有が違法︖ 

・社員の体調を思えばこそ、情報共有したいのに…… 
・個⼈情報と社員の健康、結局どちらが優先︖ 
・社員の許可を得て、必要最小限の情報のみを共有する 

＃50022 
（全 5 ページ） 

【⼈事はつらいよ】社員の問題⾏動、 
さんざん我慢してきたのに、 
いざ懲戒処分にしたら無効︖ 

・懲戒処分を受け入れたはずの社員がユニオンに…… 
・まずは軽い懲戒処分から、改善が⾒られなければ重い処分へ 
・減給の場合、控除⾦額にも注意︕ 

＃50023 
（全 6 ページ） 

【⼈事はつらいよ】社員が 2 週間の無断欠勤…… 
⾳信不通なのに解雇不可ってどういうこと︖ 

・2 週間以上も無断欠勤しているのに解雇できないの︖ 
・「客観的合理性」と「社会的相当性」がカギ 
・連絡が取れなければ、公⽰送達や内容証明郵便を使おう 
・無断欠勤の理由によっては解雇が無効になることもある 

＃50024 
（全 7 ページ） 

お⼿軽販売促進 DX︕ 
顧客データは「ちょい足し」するだけで活きてくる 

・販促活動の効果を⾼めるには、消費者のデータ活⽤が大切 
・消費者のデータ活⽤に取り組む企業事例 
・社内の顧客情報は 3 つのポイントでの分析が重要 
・SNS など外部の情報に「ちょい足し」 

＃50025 
（全 6 ページ） 

2025 年から始まる︕変わる︕注目制度 13 選 
・2025 年の法改正を⼀覧表でチェック︕ 
・2025 年の主な法改正（13 件） 

 

お気軽にご用命ください TEL ＞＞＞ 03-6712-8889 
FAX ＞＞＞ 03-6712-8885 

 

貴社名  ご担当者様 
部署・所属 

所在地 〒 

E-mail  Tel  

ご希望のリポート番号  

※ご記入いただきました個⼈情報は、リポートのご案内およびお届けすることを目的とし、それ以外では利⽤いたしません。 

 
 
お困りのことがございましたらお気軽に弊所までご相談ください。 
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竹中 幹夫 

今年になって弊所に新しいメンバーが 2 名加わり、私の業務を引き継ぐ機会も増えていま
す。業務を引き継ぐ際には、業務を言語化し、体系⽴てて説明する必要があるので、⾃分の知
識が整理されて理解が深まりますし、引継ぎ時の対話を通じて、新しいアイデアや効率化のヒ
ントを得ることもあります。何かを伝える・教えることは、新たな視点を得ることで⾃⼰成⻑
につながる貴重な機会と捉えて、積極的に取り組みたいと改めて感じています。  

  

野々山 環 

毎年恒例 2 月の家族旅⾏で今年はトルコに⾏ってきました。 
「なぜトルコ︖」と周りから聞かれることもありましたが、アジアとヨーロッパが交じり合う

⽂化があり、世界遺産など観光ポイントも多いと知っていたので、以前から⼀度は⾏ってみたい
国の⼀つでした。 

今回は少し⻑めに休みをいただいて、トルコ国内を周遊するツアーに参加。 
まさかの出発便が 13 時間遅延というトラブルに⾒舞われ、2 日目まではスケジュールが大幅

に変更になるなど波乱のスタートでしたが、添乗員さんや現地ガイドさんらプロ達の調整⼒で 3
日以降は予定通り旅⾏を楽しむことができました。 

時差が日本よりマイナス 6 時間なので、現地に着いた後と帰国後に体内時計がなんとなく狂
う感覚もありましたが、それも貴重な経験です。 

⾒どころ満載のトルコツアーの感想などは、あらためてソラーレＨＰのスタッフブログに書き
たいと思いますので、そちらも覗いてみていただけるとうれしいです。 

 

 

 

 

佐々木 良 

令和 7 年度の雇⽤保険料率が発表されました。 

失業等給付等の保険料率は、労働者負担・事業主負担ともに 5.5/1,000 に変更になります（農

林⽔産・清酒製造の事業及び建設の事業は 6.5/1,000 に変更になります。）。 

最近 2〜3 年は雇⽤保険料率は⾼めに設定されていましたが、少し下がる傾向にあるようで

す。 

 

関根 智樹 

2 月になりました。日本海側の各所では強烈寒波による大雪の影響がかなり出ていて大変です
ね。何気にこちら関東のほうは、今のところ大雪も降らず、寒いながらもなんとか普通に⽣活が
出来ていて何よりですね。先日、私が住んでいる横浜市⾦沢区で毎年⾏われている歴史伝承事業
「海苔作り教室」に娘と参加してきました。 

元々⾦沢の海では約 100 年前の大正時代から本格的に海苔づくりが⾏われていましたが、40
年くらい前に海岸の埋め⽴てにより⼀旦衰えましたが、20 年前から徐々に再開され、現在、規
模は小さくなりましたが養殖がおこなわれています。 

今回の海苔作り教室では、70 代〜80 代のシニア世代の⽅々が先⽣として作り⽅や海苔作りの
歴史などを丁寧に教えてくださり、とても貴重な体験をさせてもらうことが出来ました。 

 

堀内 和希 

２月といったらバレンタインですね︕息⼦には保育園から仲のいい⼥の⼦がいるのですが、そ

の⼥の⼦、息⼦の事が大好きな様です。息⼦もまんざらでもない様⼦。卒園してからも複数⼈で

遊ぶことはあったのですが今度、なんと⼆⼈で遊ぶようです︕（もちろん親同伴です） ⼥の⼦

いわく、⼀緒にプリクラを撮ったりアイス食べたりしたいとの事。バレンタインチョコも⽤意し

てくれるようで息⼦は今からどきどきしています。モテ期が早くてうらやましいな︕ 
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大谷 裕美 

毎年、風邪をひくことなく過ごしたいですよね。 
通っているヨガの先⽣から予防の 1 つとしてご教授いただいたので共有します。 
寒い日は背中がゾクゾクとすることがあると思いますが、それは背中の上部の肩甲骨の間にあ

る「風門」と呼ばれる（東洋医学）ツボがあります。ここは字の如く、風邪を引き起こす場所で
もあるのです。よくここにホッカイロを張り、温めると風邪が緩和されるとありますが、できた
ら日頃から「風門」を刺激して邪気（風邪）を払うといいそうです。しかし⼿の届かない場所で
すので、テニスボールやフォームローラーなどで刺激をすることにより経絡（全⾝を巡る通路）
の流れがよくなり未然に防げるそうです。 

  

樋田 美奈⼦ 

「シャラララ・素敵にキッス、シャラララ素顔にキッス」2 月と言えば、バレンタインデー。

遠い昔なので思いだせない樋田です。 

2 月は閑散期という企業様も多いかと思います。ですが、4 月から始まる育児介護休業法等の

改定があるので、準備を進めている企業様もいらっしゃるかと思います。 

※弊社からもご案内がいっているかと思います。 

今月は、「僕は君の「熱」に投資しよう」というベンチャーキャピタリスト、佐俣アンリ氏の

本をご紹介します。 

この本は、投資家の本質が分かる本です。どのような⼈間に投資をするか︖起業家の若さと圧

倒的熱意に投資することが第⼀ということで、読んでいて非常にやる気の出てくる本です。 

印象に残った所をお伝えします。 

■熱源について気づくこと 

■価値のずれに気づくこと 

■100 倍の規模でやる 

■能⼒の差ではなく選択の差 

■天才でも打率 3 割 

■起業家の死とは、けっして資⾦が尽きることじゃない。挑戦をやめることなんだ 

■原動⼒は楽しいかどうか 

そう、⾃分の熱量次第、その熱量が原動⼒になり、投資される⼈間になる。私はどこまで実現

するか分かりませんが、熱量多めで⼈⽣時間を過ごしていきたいと思います。 

   

楠橋 ルリ⼦ 

何⼗年も前のことですが、私が小・中学⽣の頃、地域ごとに愛護班という⼦供の⽣活を指導・
援助するための集団があり、親⼦で色々な催しに参加していました。楽しいレクリエーション活
動ももちろんありましたが、特に印象深いのは、海岸清掃・殿様のお墓（私たちはそう呼んでい
ました。）の草刈りなどの清掃ボランティア活動です。毎年恒例で、必ず参加していました。 

ボランティア活動をしている⼈、また過去にしたことがある⼈は、経験がない⼈に比べて幸福
度が⾼いという結果が出ているそうです。小さい頃から⾃然に参加させてもらっていたのだと今
になって感謝しています。 
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  渡辺 健太郎 

春が近づくとともに毎年多くの⼈が悩まされる花粉症。今シーズンは東日本と北日本で⾶散開
始が平年より早まる⾒込みのようです。 

ちなみに歴史上、はじめて花粉症と診断された例ははっきりしていないようですが、花粉症と
して確実な最古の記録は、1819 年にイギリスで⾒つかったそうです。 

海外にも花粉症はありますが、韓国、マレーシア、ハワイ、グアムなどは花粉症が少ないよう
です。また南極は花粉がなく、花粉症の⼈も症状が出ないそうです。 

花粉症がつらい⽅は避粉地に南極を選んでみてはいかがでしょうか。 

  

  

福田 将平 

サラリーマンの価値観も時代によって変わってくるようで、今は若い世代を中⼼に働くことに
もコスパが重視されるようです。私は若いころ、9 時始業の会社にいくつか勤務しましたが、い
ずれの会社でも夜に残業しないようにするために、つまり早く帰るために朝の 7 時や 7 時半か
ら仕事をしていました。当然、早出の業務について残業を申請しないことは常識でした。そもそ
も仮に労働者が早出残業代を求めて裁判になっても、裁判所は容易に早出の業務を労働時間とし
て認めません。だから今の若い世代にはお⾦にならない早出はコスパの悪い働き⽅だと思うでし
ょう。しかし、私が昔やっていた早出は、仕事の効率も上がり、短期的には成果も出るし、⻑期
的にも汎⽤的なビジネススキルのレベルが上がるし、最もコスパの良い働き⽅だったのではない
かと今でも思います。（ただし、今の私は社労士として、会社がそういう従業員の早出を簡単に
黙認しない⽅がよいとアドバイスをしています。）コスパだけを考えていては、コスパでは測れ
ないものを⾒ることができるようにはならないかもしれません。 

   

 

大谷 雄二 

現在の労働市場は、求職者にとって有利な「売り⼿市場」のため、企業側が優秀な⼈材を確
保することがますます困難になっており、苦労して採⽤してもすぐに離職するなど、定着率を
改善することが大きな課題となっています。 

ソラーレもコロナ以降、従業員の定着率が低下し、求⼈への応募者が減少して採⽤活動に苦
戦しています。その改善のために、先月ソラーレの採⽤サイトを公開しました。 

採⽤サイトというのは、求職者に向けて、⾃社に興味をもってもらうために⾃社の魅⼒や現
在働いている社員のインタビューを掲載した採⽤専⽤の WEB サイトのことです。 

コーポレートサイトに採⽤ページを掲載している企業は多いですが、採⽤専⽤のサイトを制
作することで、より豊富な情報を求職者に伝えることが出来ます。 

これにより求⼈への応募者を増やし、雇⽤のミスマッチを無くして、従業員の定着率を改善
したいと考えています。 

なかなか良いサイトが出来たと思いますので、是非ご覧ください。 
 
PC で⾒る 
https://saiyo.solare-sr.com/ 
スマホで⾒る 

    


